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討論・議案等一覧表・議決結果

平成27年度一般会計補正予算など

11議案を審議
平成27年第２回（６月）定例会は６月11日に招集され、６月26日までの
16日間の会期で開催され、９議案を原案のとおり可決しました。
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教育支援センター

6月定例会で議決された議案等一覧表

▽筑紫公平委員会委員の選任 [同　　意]

人事案件 １件

▽工事請負契約の締結(若草市営住宅Ｂ棟建設工事
　（建築本体工事))　　 　　　　　　　 [同　　意]

その他の案件 １件

▽放課後児童クラブ設置条例　　 　　 [原案可決]
▽こども医療費の支給に関する条例  [原案可決]

条例の一部改正 ２件

▽一般会計(第１号) 　　　　　　　　  [原案可決]
▽国民健康保険事業特別会計(第１号) [原案可決]

平成27年度　補正予算 ２件

▽地方単独事業に係る国保の減額調整措置の見直し
　を求める意見書　　　　　　　　　　[原案可決]
▽環太平洋パートナーシップ（TPP）協定に関する
　意見書　　　　　　　　　　　　　　[原案可決]
▽雇用の安定を求める意見書　　　　　[原案否決]
▽安全保障法制の慎重審議を求める意見書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　[原案否決]

意見書 ４件

▽市議会会議規則の一部改正 [原案可決]

議員提出議案 １件

○第４号意見書案　安全保障法制の慎重審議を求める意見書について

討　論 本会議最終日、採決の前に意見書案に対して討論が行われました。

原案可決に反対 原案可決に賛成
　意見書は、「平和安全法制」法案の趣旨や内容を
正しく理解しているものではない。
　わが国及び国際社会を取り巻く時代状況が大きく
変化し、自国の安全のためには同盟国との関係強
化、そして国際社会の平和と安定への協力が強く求
められている。
　現在、国会で審議されている「平和安全法制」の
関連法案は、従来の課題等を克服し、日米防衛協力
体制の信頼性、実効性を高め強化することが目的で
あり、時代の変化を見据え、わが国の平和と安全の
ために重要なものであるため、一日も早い成立を望
む。

竹下 尚志議員
　安全保障関連法案は、国会審議が進むにつれ、憲法
学者、歴代政治家や法律家の多くが、「違憲」と断定し、
また、政府内で憲法解釈を担ってきた内閣法制局長官の
経験者も国会で痛烈に批判している。さらに、世論調査
によると、「説明が足りない。拙速に進めず慎重にやるべ
きだ。」との意見がほとんどで、国民の多くが、「今国会
での強行採決をすべきでない」との声を全国各地で上げ
ている。
　「国民が分かるようにきちんと説明し、慎重に進めてほ
しい」という意見書に対して、思想信条が違っていても、
すべての議員が賛成できる普遍的なものであると確信す
る。

吉居 恭子議員

議決結果（賛否が分かれた案件）

平成２７年第２回（６月）定例会

件　　　　　　　　　　  名

※金堂清之議員(翔春会)は議長職のため、表決権はありません。
※◎は会派代表者

（○賛成　●反対）

※その他の案件については全員賛成で可決されました。　

春風会 会派大樹 会派に所属
しない議員

議決結果

公明党 創政会衆政会 翔春会
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雇用の安定を求める意見書 原案否決

安全保障法制の慎重審議を求め
る意見書 原案否決
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